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全麺協設立３０周年記念式典 開催報告

≪記念式典≫
５月２７日（土）～２８日（日）富山県富山市

の国際会議場において、一般社団法人全麺協の設
立３０周年記念式典ならびに第３回一般公開そば
大学in富山（兼四段位・五段位認定講習会）が開
催されました。当日は全国から５００名を超える
会員が集い、さらには一般市民の皆様も多数来場
し、厳粛かつ盛大な式典を挙行することが出来ま
した。
来賓としては、スロヴェニア共和国大使を始め、

韓国李孝石文學宣揚会代表、富山県知事、日麺連
専務理事、南砺市長等々、多くの皆様にご臨席い
ただきました。
≪そば大学講座≫
第１日目：そばを学び・そばを知る・SOBAを楽
しむ
全麺協３０年の歩みから
そば打ちと社会貢献（地域活動実践報告）

第２日目：手打ちそば「延しと切り」
石臼製粉の魅力
魅力ある全麺協の事業と運営

＊四段位・五段位認定講習会(受験希望者対象）

≪郷土芸能≫
①麦屋節・こきりこ：富山県立南砺平高校
②越中八尾おわら節：越中八尾おわら保存会
富山県を代表する２大郷土芸能の披露が行われ、
その優美で感動的な踊りに、参加者一同が魅了
され、思い出深い時を過ごすことが出来ました。

来賓：スロヴェニア共和国ヤネス・プレモジェ大使

富山県から感謝状を受ける中谷信一理事長

富山国際会議場：そば大学講座郷土芸能：麦屋節（南砺平高校生）



１ 報告事項
(1) 入退会報告

横田総務部長資料に沿って説明
＜全員了承＞

２ 議題
(1) 自由民主党蕎麦振興議員連盟設立

加藤理事資料に沿って説明
6月14日千代田区永田町自民党本部で開催

された。入会者は６１名.席上で全麺協の概要 
について中谷理事長が説明した。

＜全員了承＞
(2) 段位認定制度規程変更について

山本副理事長資料に沿って説明

   ＊七段位の称号「範士」
八段位の称号「大範士」に変更

 ＊第14条6項を削除
 ＊総会資料訂正P55 第8章補足は30条まである 
が25条までしか記載されていない。

＜全員了承＞
 (3) 令和５年度事務分担表について

赤羽専務理事資料に沿って説明
＜全員了承＞

（事務局長 原秀夫）

出席総数は、委任状によるものを含む196で、総会は

成立をしました。

定款の規定により、出席社員の中から藤井正氏を議長

に選出し、議事に入りました。

総会で提案しました議案は、

第1号議案 令和4年度（一社）全麺協事業報告承認の件

第2号議案 令和4年度（一社）全麺協決算報告・監査報

告承認の件

第3号議案 （一社）全麺協役員選任の件

第4号議案 令和5年度（一社）全麺協事業計画（案）承

認の件

第5号議案 令和5年度（一社）全麺協予算（案）承認の

件

の５議案です。

５議案について、慎重にご審議をいただき、全議案と

も満場一致で承認、可決されました。

（事務局長 原秀夫）

２

令和５年度全麺協定時総会開催報告

令和５年度第2回全麺協理事会開催報告

令和５年６月１７日(土)１１時から、千代田区如水会館1階コンファレンスルームで、第
２回理事会が開催されたので、概要をお知らせします。

令和５年６月１７日（土）午後２時００分から、一般社団法人全麺協の定時社員総会を開
催しましたので、概要をお知らせします。

各支部総会開催報告

首都圏支部通常総会開催報告
令和５年度首
都圏支部第４回
通常総会を６月
３日（土）、麺
業会館２階大会
議室で開催され
ました。
首都圏支部の

正会員総数４４団体中、出席25団体・委任状１
８団体で、正会員総数の過半数を超えておりま
すので総会は成立致しました。
腰原弘敏首都圏支部長の挨拶の後、本部から板
倉敏和副理事長、赤羽章司専務理事が来賓とし
てご臨席いただき、板倉敏和様から、首都圏支
部は全麺協本部に一番近い支部などで、本部の
事業に全面的な協力要請がありました。



5月14日栃木県大田原市湯津上地区公民館に於い
て主催 全麺協東日本支部、後援（一社）全麺協、
協力 栃木県そば振興協議会で開催しました。 
参加希望事前調査の段階で、令和４年度支部内各

地域で開催され、初段位、二段位、三段位合格者の
中から上位３名の方々に声掛けをしましたが、遠路
であることから、福島・栃木・群馬の３県からの出
場者１６名にとどまりました。
しかし、個々の「段位別腕自慢」の所作を参加者

全員が見える栃木県大田原市湯津上地区公民館会場
設営として開催し、「デモ打ち」の経験の少ない出
場者が「初めての観客の前でのデモ打ち」に、緊張
しながらも日頃の研鑽結果を披露できた素晴らしい
大会となりました。
また、１７歳の高校生（群馬県立伊勢崎興陽高等

学校）から、７０歳の女性までの幅ひろい年齢層で
の参加となりました。審査結果集計の時間の間には、
審査時間を利用し支部内高段位の有識者と観客及び
試技者・解説者との会話形式での模範打ちを実施し
ました。
模範打ち者は

・支部三級指導員を代表して寺門清實五段位
・支部段位認定部長 市川宗信五段位
・女流名人 齋藤スミ五段位
の３名でデモ打ちを所作の解説を交えながら行いま
した。
 参加者からは常日頃、所作の疑問点など事細か
な「質問」があり、「適切な回答」を交えながら

のデモ打ちを行ったことから「参加者からは今まで
の悩み事が理解出来たので今後の研鑽に生かしま
す」など、多くの感想を頂き有意義な大会となりま
した。
また、初めての試みとして「各地域に於ける技術
の見える化」の観点から競技風景をビデオ撮影し試
技者の同意を得て全員に配布し、今後の研鑽の糧に
なるべく新しい試みも実施しました。
受賞者
初段位
最優秀賞 松永弘江 栃木のうまい蕎麦を食べ

 る会
優秀賞 岩崎茂喜 たかばやし蕎麦研究会
二段位
最優秀賞 坂本恵一 蔵ノ街蕎麦会      
優秀賞 先崎佐千代 個人会員
三段位
最優秀賞 三森恵美子 高林蕎麦研究会       
優秀賞 小野瑞歩 群馬奥利根連合そば会

(東日本支部事務局長 工藤 勉）

３

会員だより

第２回東日本支部 そば道段位別腕自慢大会開催報告 

赤羽章司様からは富山で行いました全麺協設立
30周年記念事業等のご挨拶をいただきました。
議長に、江戸流手打ちそば青山学舎の渡辺健晴

氏を選出し、議事に入りました。
議案は
①第１号議案 令和4年度事業報告 土屋事務
局長から報告し、各幹事から詳細報告

②第２号議案 令和４年度決算報告・監査報告
③第３号議案 令和５年度事業計画（案）
腰原支部長から今年度神奈川県で初めて初
・二段認定会を開催する旨の説明

④第４号議案 令和5年度予算計画（案）
以上の議案について、満場一致で承認されまし
た。
総会後、本部の加藤憲記念事業担当理事・横田
節子総務部長・萩原敏彦経理部長兼研修センター
部長も交え交流会を開催し、本部、支部の人達と
交流・親睦を深めることが出来ました。

（首都圏支部 広報担当幹事 田仲悦朗）                 

第9回そば道シニア生粉打ち名人大会・第１５回そば道生粉打ち名人大会（一般）

６月３日と４日、北海道上砂川町に於いて第9回そ
ば道シニア生粉打ち名人大会と翌日第１５回そば
道生粉打ち名人大会（一般）が開催された。
シニア名人大会は、６５歳以上のシニアの方々
に積み重ねられた技術を思う存分表現して頂き、
今後の若年層の愛好者達のリーダーとして活躍し
て頂くため、自己研鑽して頂く趣旨で開催。２７
名の参加で開催された。

また,翌日は一般の部として、道内産のそば粉の
消費拡大や地産地消を推進すると共に新たな食文
化の創造と地域振興を目的に３０名の参加で開催
された。
両日共、遠くは岡山県からの参加もあり、参加者
はそば道を以って、生粉打ちに向き合い名人位の
称号を目指しての火ぶたが切られた。



シニアの部の名人位は、市原 磨選手（いしか
り手打ちそば同好会）が、一般の部の名人位は、
小島裕樹選手（北海道蕎悠会）が見事名人位に
輝きました。

今大会の審査委員長に中谷信一理事長が審査員
には山本良明副理事長と、これまでの歴代名人
３人の５名が厳正に務められました。

（北海道支部広報渉外部長 高谷晶美）

 YKK APはYKKの建
材製造事業を担当
し、窓やビル用
カーテンウォール
などを手がけてお
り、22年度の売上
高が５千億円を超
え国内シェア一位
の会社である。主

力工場である滑川製造所は広大な敷地内にあり辺
りには桜並木、松林、花畑、ソバ畑が点在してい
る。
１０年程前からソバを栽培し、そのソバを製粉
してそば打ち体験事業を行ってきた。近所でソバ
を栽培している小幡文男氏がこの事業を支援して
きたが、従業員家族のそば打ち体験希望が多くな
り上市そば道場が引き継ぐことになった。
令和4年7月（3年度の事業がコロナ禍で延期）、
令和5年3月（4年度事業）に体験教室を実施、今年

度は秋に実施を予定している。そば道具10組を会
社の食堂に持ち込み、時間差を設けて1台2組に分
け合計20組が体験を行っている。1組2～5人の

家族が互いに協力し合っ
て6人前のそばを作る。
この親子で取り組む共同
作業に大変人気がある。
ソバの栽培から従業員
の親睦のためのそば打ち
体験まで企画している企
業がある事を紹介し、上
市そば道場も末長く支援
を続けていきたいと思っ
ている。

（中日本支部上市そば道場顧問 枡田諧三）

・ 会員入退のお知らせ

  １ 入会
      東日本支部 青森県階上町

 （地方公共団体正会員）
（令和5年4月3日）

中日本支部 株式会社やまびこ
（一般企業等賛助会員）
  （令和5年６月17日）

２ 退会（令和５年３月３１日）
東日本支部 越後ながおかそばの会

  東日本支部 そば塾花かつみ
 

YKK APでの従業員家族のそば打ち体験事業

・ 役員異動のお知らせ

  １ 退任
      理事（段位認定部長） 土屋 博一

理事（広報渉外部長） 谷端 淳一郎

２ 新任
理事（事務局長） 原 秀夫
段位認定部長 中村 尚一
広報渉外部長 入江 一統

  

全麺協ニュースフラッシュ編集グループ

編集責任者 赤羽章司

編集主任 原秀夫

チーム員 山本良明 萩原敏彦 横田節子
皆様からの情報提供をお待ちしています。
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